
子供が変わる!対話のある国語教室を目指して
- 5 ラインズを活用した自己•相互評価を通して-

熊本県熊本市立 楠小学校

中里 宏



① ５ラインズの概要とベーシックな活用法

② ５ラインズを活用した対話力自覚化の実践
（中学年・高学年の違いを中心に）

③ 子供の意識の変化
（中学年・高学年の違いを中心に）

対話力の自覚化
～対話力の指標 ５ラインズの活用～

中学年と高学年の実践を通して



私は、こんな悩みを持っていました…

教材研究の成果で課
題づくりに成功！活
発な発言！
でも、子供はそれぞ
れの意見を言い合う
のみの平行線…

対話できるように
「話型」を提示！
でも、その話型から
抜け出せない…対話
は停滞…

ペア・グループで話
し合っている様子は
なんとなく活発！
でも、よく話を聞く
と、その対話に
深まりは…？



対話的な学び

「対話的な学び」の充実を目指して

対話したくなる課題（問い）

対話スキル
対話が役立つ
学習展開

対話へ向かうための安心な学習空間
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熊本大学教育学部
准教授
北川 雅浩 先生

• 東京都で17年間小学校教員を務める（指導教諭５年間）。

• その間、派遣１年間＋働きながら４年間で大学院に通い、

• 博士号を取得  (東京学芸大学連合大学院）。

• 平成29年版 小学校学習指導要領（国語）作成委員を務める。

• 令和２年版東京書籍小学校国語教科書の作成委員を務める。

• 令和５年版東京書籍小学校国語教科書の作成委員を務める。

• 令和６年版東京書籍中学校国語教科書の編集委員を務める。

• 2019年度より熊本大学で准教授として勤務。

【研究専門】

 主専門は小学校段階における話し合い・対話の指導。対話を学ぶことと対話で学ぶことの両面を 
重視している。



子供たちの対話力の実態や課題を捉えるための指標

対話力を高めるにはどんなスキルを身に付けさせていけばよいかを
検討するための指標





 
 
 
 
 
 
 
 

       

 
    

             

             
            
       

     

     

       

       

             
           

     
                

        

        

     

     
     

           

                  
                  
              



         
                  

         
       
        
            

     
         
     

               
               

       
 

        
         
            

          
    
         

               
               
               
     

     

                
        
                
   

            
  
            

               
              

       

            
               
       
            

            
  
           

               
               
               
       

       

            
             
        
             

            
  
        

               
            

      

                       



話題：無人島に持っていくなら
概要：無人島に３日間行くという設定で、持ち物を２つ選んで話し合って決める。

前向きに多様な考えで検討できる話題
制服か私服か？のような二項対立の話題は避けた。

授業をしながら、一日１班、国語の時間の班
などのグループでの対話を動画に取る、など
でもOK

動画・レコーダー等記録

① ５ラインズの概要とベーシックな活用法



児童の名前 児童の名前 児童の名前 児童の名前 児童の名前

児童の名前 児童の名前 児童の名前 児童の名前



〇考えを支える
ラインの芽はある！

積極的に、意見の理由は言う

▲比較し整理する・
明確にする
自分の意見を言うだけで終
わっている…

中学年・高学年
発達段階の違いを生かして

① ５ラインズの概要とベーシックな活用法



日々の授業での価値づけ

比較し整理する・明確にする発言
～さんの意見の～と同じで…
ちょっとちがって…

今の～さんの発言、いいね！

① ５ラインズの概要とベーシックな活用法

全学年共通



① ５ラインズの概要とベーシックな活用法

「好きな季節（とその理由）」

私は春が好き。
だって…

（理由）

私も〇〇さんと
同じで春が好き。
だって…

「比較し整理する」ラインを伸ばすアクティビティ

「意見のリレー」
私は〇〇さん
とちがって夏
が好き。だっ
て…

私は〇〇さん
とちがって冬
が好き。だっ
て…

リレー「つないでいく」



私も〇〇さんと
同じで… 私は〇〇さんと

ちがって…

授業での
意見の練り上げ場面



対話力を意識する掲示

① ５ラインズの概要とベーシックな活用法

＋

高学年

対話ノート（自己評価）



Aさん









Aさん





対話実演者

観察者
観察者

観察者

観察者は、この３つの指標で対話を観察、
評価する。



Aさん



「はっきりさせる」
を頑張るね！～って
こと？とか、どうい
うこと？とたくさん
質問することを目標
にするね。

ペアのアドバイザー（観察者）

「比較・整理」を
頑張るね！～と似
ていてとか、や理
由の～は同じとか、
相手の意見と自分
の意見を比べるこ
とを目標にするね。

５ラインズ→自分の目標を設定
＆対話の前にペアに目標宣言



「はっきりさせる」
の「○○ってこと」
が言えていたね！で
も、理由をもっと詳
しく聞いてもよかっ
たかも…。

ペアのアドバイザー（観察者）

「比較・整理」の
「にていて…」っ
て言っていたね。
もっと、似ている
けど微妙に違うと
ころを聞いていく
といいね。

５ラインズをもとに
相手の目標に沿ったアドバイス



Aさん



Aさん





成果（子供の意識の変化）



成果（子供の意識の変化）
中学年の実践で、「明確にする」ラインを
意図的に指導した学級
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成果（子供の意識の変化）



4年生時、１年間本学級で対話に取り組んだ児童
対話とは？の問いに対する答え

成果（子供の意識の変化）

相手のことをくわしく聞けて仲良くなれたり、自
分の話し合いの時に人のいいところを真似したり
してよくなれる。 

自分とは違う意見とかあって、新しい発見とか
あって、めちゃくちゃ面白いし、友達と対話する
ことで仲良くなることが出来てすごく楽しい。 



成果（子供の意識の変化）
高学年の実践で、自己評価・相互評価を
意図的に指導、継続した学級



対話力を高めるために役立った方法は？（複数回答可）

成果（子供の意識の変化）
高学年の実践で、自己評価・相互評価を
意図的に指導、継続した学級



成果（子供の意識の変化）

【 振り返りの抽出語句 】



成果（子供の意識の変化）
A「目を見て話す」「話を聞いたら拍手する」

B「意見」「言う」

C「自分」「質問」

D 「話を広げる」「話題」



本
文

多
角
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教科書本文を掲示





５ラインズを活用する
教師も、子どもも対話へ自覚的になり、
前向きな分析と、次への展望が生まれる



子供が変わる!対話のある国語教室
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